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P144a ALMAアーカイブデータを用いた太陽系近傍星形成領域における原始星アウ
トフローの統計的研究 (3)：中間質量原始星 DK Cha のケーススタディ (II)
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星形成過程が小質量星から大質量星にかけて変化するのかどうかを明らかにするために、中間質量の原始星お
よびその周辺構造を観測することは重要である。Chamaeleon II領域に存在するDK Cha(距離∼240 pc)は赤外
線の観測で質量 2–3M⊙程度と見積もられた中間質量の原始星である (Spezzi+2008)。我々は太陽系近傍星形成
領域の原始星に付随するアウトフローをターゲットとしたALMAアーカイブデータ (2019.1.01792.S)の解析を推
進しており、アウトフローの統計的性質や特徴的なアウトフローを駆動するDK Chaの 12COの解析結果を報告
してきた (山崎 他, 原田 他 2021秋季年会)。本講演では引き続きDK Chaについて他の輝線 (13CO, C18O)の解
析結果を主に報告する。今回使用した解像度∼0.′′9のCO同位体の輝線データでは、どちらも北東から南西にか
けて速度勾配の存在が明らかとなった。これは 12COのアウトフローの駆動方向と一致するが、この方向に対し
て位置速度図を作成したところスピンアップした構造が見られたため、原始星周囲のガスの回転をトレースして
いると考えられる。また、この図をケプラー回転でフィットしたところ、質量は赤外線観測の結果と矛盾せず、ま
た van Kempen+2009や我々のアウトフローの解析から示唆された通り、円盤を face-onに近い方向から見てい
ることがわかった (i ∼ 30◦)。さらに、両同位体で回転を示す成分とは異なるアーク状の青方偏移成分 (相対速度
∼2 km s−1)も検出された。この構造は 12COでも確認されており、本講演ではその形成要因についても議論する。


